
      

第
九
章 

交 

通 
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第
一
節 

水
運 

 
✜
小
糸
川
河
口
の
川
船 

『
君
津
郡
誌
』
に
「
…
…
も
と
運
輸
の
便

な
か
り
し
が
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
、
始
め

て
水
路
を
修
め
し
に
よ
り
…
…
」
と
あ
り
、

こ
れ
を
契
機
に
小
糸
川
上
流
の
鹿
野
山
や
三

島
方
面
の
山
林
地
帯
か
ら
小
糸
川
河
口
ま
で

物
資
を
搬
出
す
る
水
運
が
発
達
し
た
と
推
察

さ
れ
る
。
薪
や
炭
な
ど
は
川
船
に
積
み
水
力

で
運
搬
、
丸
太
や
竹
は
筏
に
組
ん
で
流
下
す

る
川
船
業
が
大
正
年
間
ま
で
続
い
た
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
荻
作
村
「
舟

壱
人
別
取
調
書
」
に
よ
る
と
、
川
船
の
規
模

は
一
艘
が
長
さ
一
三
間
一
尺
（
約
二
三
、
八

ｍ
）
、
も
う
一
艘
が
長
さ
一
三
間
三
尺
（
約
二

四
、
二
ｍ
）
だ
っ
た
。 

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
の
三
直
村
「
川

下
げ
荷
積
舟
鑑
札
下
げ
渡
し
願
い
」
で
は
、

長
さ
九
間
五
尺
八
寸
（
約
一
七
、
四
ｍ
）
と

記
述
し
て
い
る
。
構
造
は
、
喫
水
が
浅
く
船

底
は
「
た
い
ら
（
ひ
ら
た
舟
型
）
」
で
、
舟
上

に
は
屋
根
が
低
い
が
苫
（
ト
マ
・
葦
や
萱
） 

                       

で
作
っ
た
屋
形
が
あ
り
、
舟
の
縁
に
身
を
乗

り
出
し
笊
（
ザ
ル
）
で
米
を
洗
い
七
輪
を
据

え
て
食
事
の
支
度
を
す
る
な
ど
寝
食
で
き
た
。 

「
小
糸
川
舟
唄
」
が
あ
る
の
で
は
？
資
料 

探
し
を
し
て
い
て
次
の
歌
詞
を
目
に
し
た
。

♪ 

舟
方
唄 

色
は
黒
く
と
も
大
堀
海
苔
は
よ
う 

白
い
マ
ン
マ
の
ぺ
ぺ
と
な
る 

内
房
線
、
青
堀
、
大
堀
海
岸
一
帯 

色
が
黒
が
磯
部
の
海
苔
は
、 

白
い
御
飯
の
肌
さ
抱
く 

ア
ー
コ
ラ
シ
ョ
よ
い
こ
ら
し
ょ 

と
小
糸
川
舟
歌
を
歌
い
な
が
ら 

色
が
黒
で
貫
い
て
な
け
り
ゃ 

鹿
野
山
の
烏
は
皆
な
後
家
か 

ア
ー
コ
ラ
シ
ョ
よ
い
こ
ら
し
ょ 

船
頭
が
櫓
を
操
り
な
が
ら
小
糸
秋
元
方
面

か
ら
荷
を
積
ん
で
下
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な

舟
歌
を
か
け
合
う
地
声
が
渓
谷
に
響
く
の
ど

か
な
風
景
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

川
舟
は
帰
り
に
釜
神
な
ど
で
泊
ま
り
日
用

品
や
雑
貨
な
ど
を
積
み
込
む
。
翌
日
、
船
の

舳
先
に
綱
を
つ
け
岸
に
沿
っ
て
人
力
で
曳
き

川舟の引綱を曳く人 北九州市八幡西区「堀川歴史公園」展示陶磁器画より 
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上
げ
た
。
こ
の
作
業
は
下
る
時
と
は
逆
に
大

変
な
重
労
働
で
〝
キ
ャ
ー
コ
ラ
、
キ
ャ
ー
コ

ラ
〟
と
か
け
あ
う
悲
痛
な
叫
び
声
は
川
面
に

響
き
渡
り
、
遠
く
離
れ
た
場
所
で
も
聞
こ
え

哀
感
が
漂
う
光
景
だ
っ
た
と
い
う
。 

            

 

こ
の
川
船
の
た
め
に
川
船
組
合
が
あ
り
、

下
流
に
水
利
組
合
が
あ
っ
た
。
川
の
堰
を
切

る
日
は
両
組
合
が
相
談
し
、
上
流
の
川
船
が

荷
物
を
満
載
し
て
川
を
下
り
人
見
・
大
堀(

青

堀)

の
船
宿
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
。 

✜
船
宿
（
フ
ナ
ヤ
ド
） 

「
昭
和
四
六
年 

解
散
記
念
神
門
耕
地
の

昔
を
偲
ぶ
（
川
名
邦
五
郎
著
）
」
に
よ
る
と
船

宿
は
小
糸
川
右
岸
に
一
軒
（
吉
浜
）
、
左
岸
に 

             

四
軒
（
藤
本
・
苅
込
・
松
崎
・
シ
ロ
ジ
）
、
大

和
田
浦
に
一
軒
（
小
松
）
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

大
和
田
区
有
文
書
「
周
准
郡
大
和
田
村
人

別
船
株
網
株
書
上
帳
」
嘉
永
六
年
（
一
八
五

三
）
丑
七
月
に
農
間
渡
世
天
満
船
九
艘
。 

五
大
力
船
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
三
年
（
一

八
五
〇
）
戌
三
月
「
明
細
帳
」
に
二
艘
と
記

録
が
あ
る
。
前
述
の
嘉
永
六
年
の
天
満
船
九

艘
は
嘉
永
三
年
保
有
し
て
い
た
五
大
力
船
の

荷
役
、
連
絡
や
曳
航
な
ど
に
用
い
た
艀
（
ハ

シ
ケ
）
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
大
和

田
に
は
個
人
が
保
管
し
て
い
る
安
政
三
（
一

八
五
六
）
辰
「
乍
恐
以
返
答
書
奉
申
上
候
」

の
文
書
に
五
大
力
船
に
関
す
る
資
料
が
あ
る
。 

ま
た
、
「
五
大
力
船
売
渡
証
文
」
に
は
、 

一 

古
五
大
力
船 

壱
艘 

但 

一 

荷
請
伝
馬
船 

三
艘 

此
代
金 

百
両
也 

 

安
政
四
年
（
一
八
五
七
） 

「
五
大
力
船
等
買
請
証
文
」
は
、 

万
延
元
年
庚
申
年
（
一
八
六
〇
）
五
月
○
日 

市
宿
村
野
村
吉
右
衛
門
殿
ゟ
木
更
津
村
へ
の

売
渡
し
に
関
す
る
船
譲
請
人
、
請
人
証
文
で
、 

一 

五
大
力 

元
船 

一
艘 

但
し
諸
道
具
不
残
添 

一 

大
伝
間
（
マ
マ
） 

一
艘 

 

一 

小
伝
間
（
マ
マ
） 

二
艘 

此
代
金
百
両
弐
分
也 

と
あ
り
、
五
大
力
船
の
相
場
が
わ
か
る
。 

諸
道
具
壱
式 

引
伝
馬
附 

小糸川の川舟・野村河岸（明治末頃） 

～木曽野正勝氏提供～ 

安政 3 年 「乍恐以返答書奉申上候」 
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（
『
君
津
市
史
』
） 

人
見
・
坂
田
も
五
大
力
船
を
保
有
し
て
い

た
よ
う
だ
が
資
料
が
な
く
不
明
で
あ
る
。 

              

第
二
節 

道
路 

 

✜
西
房
総
街
道 

昭
和
初
期
頃
の
地
図
に
よ
る
と
、
畑
沢
か

ら
坂
田
の
山
（
衛
門
ヶ
作
・
東
仲
田
・
高
坂
）

を
越
え
中
野
で
小
糸
川
を
渡
り
釜
神
宿
を
経

て
下
湯
江
・
相
野
谷
を
抜
け
佐
貫
に
通
じ
る

西
房
総
街
道
が
あ
っ
た
。 

               

大
正
四
年
に
鉄
道
が
開
通
し
て
か
ら
は
交

通
量
が
減
少
し
、
幹
線
道
路
と
し
て
の
役
割

を
終
え
畑
沢
か
ら
高
坂
を
下
る
街
道
は
す
た

れ
て
い
っ
た
。 

✜
海
岸
の
道 

畑
沢
で
西
房
総
街
道
か
ら
分
か
れ
、
海
岸

に
沿
っ
て
坂
田
・
大
和
田
・
人
見
を
通
り
小

糸
川
を
渡
り
大
堀
へ
抜
け
る
海
岸
の
道
が
あ

っ
た
。
こ
の
道
は
海
辺
の
人
た
ち
が
浦
で
獲

れ
た
魚
を
木
更
津
に
売
り
に
行
く
道
で
あ
り
、

青
堀
へ
買
い
物
に
行
っ
た
道
で
も
あ
る
。
小

糸
川
河
口
（
現
人
見
橋
付
近
）
の
対
岸
往
来

は
渡
し
舟
だ
っ
た
こ
と
が
、
明
治
一
五
年
（
一

八
八
二
）
九
月
作
成
さ
れ
た
東
京
湾
司
令
部

の
地
図
に
見
え
る
。 

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
木
造
の
「
人

見
橋
」
が
架
設
さ
れ
た
が
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
の
洪
水
で
流
失
再
建
さ
れ
た
。
そ

の
後
も
し
ば
し
ば
水
害
で
倒
壊
し
た
が
昭
和

二
六
年
に
鉄
筋
の
橋
が
架
け
ら
れ
た
。 

✜
浦
に
通
う
生
活
道
（
坂
田
・
大
和
田
） 

①
字
本
名
輪
の
三
叉
路
が
坂
田
浦
の
出
入

口
で
波
打
ち
際
は
石
畳
み
が
敷
か
れ
て
い
た
。

此
処
か
ら
左
折
し
、
南
進
す
る
と
本
名
輪
を

と
お
り
二
km
程
で
周
西
駅
に
で
た
。 

②
坂
田
浦
の
三
叉
路
か
ら
道
は
穏
や
か
な

勾
配
で
三
〇
〇
ｍ
程
で
寺
家
坂
入
口
に
い
た

る
。
坂
田
地
区
住
民
の
多
く
は
丘
陵
地
南
面

に
居
を
構
え
て
い
た
の
で
海
に
出
入
り
す
る 

房 

総 

街 

道 

西 

 西房総街道と海岸の道（昭和初期頃） 

海 
岸 の 

道 

木更津船 写真：旧上総博物館蔵 
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た
め
の
主
要
な
生
活
道
路
だ
っ
た
。
こ
の
道 

の
途
中
に
は
共
同
墓
地
が
あ
る
。 

③
寺
家
坂
道
を
引
き
返
し
三
叉
路
か
ら
二

五
〇
ｍ
の
場
所
、
秋
香
園
脇
か
ら
西
方
向
へ

は
字
岩
井
の
芝
道
が
あ
り
、
字
大
作
・
字
岩

井
の
山
間
道
を
通
っ
て
八
幡
神
社
、
長
福
寺

前
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。 

字
大
作
に
至
る
間
に
六
軒
の
民
家
が
あ
っ

た
。
岩
井
か
ら
は
林
道
と
な
り
勾
配
が
き
つ

く
、
戦
後
の
食
糧
不
足
の
折
に
は
開
墾
し
て

サ
ツ
マ
イ
モ
が
作
ら
れ
た
。 

④
坂
の
頂
上
か
ら
右
に
山
道
が
続
き
途
中

に
は
浅
間
神
社
の
祠
が
あ
っ
た
。
神
社
祠
の

参
道
に
木
造
の
鳥
居
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
海

が
眺
め
ら
れ
る
景
勝
の
場
所
だ
っ
た
。
こ
こ

を
過
ぎ
て
丘
鳥
打
・
女
卸
の
急
坂
を
下
る
と

海
岸
道
路
に
接
合
し
た
。 

⑤
秋
香
園
前
か
ら
岩
井
の
芝
道
に
並
行
し

西
方
向
に
延
び
て
大
和
田
に
で
る
道
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
昭
和
四
三
年
頃
に
学
校
群
（
大
和

田
小
・
周
西
中
・
坂
田
小
・
君
津
高
校
）
建

設
に
伴
い
築
道
さ
れ
た
。 

⑥
寺
家
坂
入
口
を
右
に
見
て
更
に
南
進
す

東  京  湾 
① 

② 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

浦に通う生活道（坂田・大和田） 
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る
と
道
路
東
側
が
字
三
枚
畑
、
西
側
が
奥
の

路
、
山
間
を
抜
け
た
と
こ
ろ
が
花
の
井
で
、

こ
こ
に
は
漁
業
組
合
事
務
所
と
消
防
ポ
ン
プ

車
庫
が
あ
っ
た
。
こ
の
道
は
坂
田
の
主
要
道

路
で
、
た
ぶ
ん
県
道
だ
っ
た
。 

⑦
大
和
田
字
東
根
と
字
花
里
山
の
境
の
ひ

び
坂
を
登
る
と
丘
の
上
、
右
手
に
山
王
権
現

（
日
枝
神
社
の
前
身
）
の
社
が
あ
っ
た
。
こ

の
付
近
は
東
京
湾
が
一
望
で
き
る
場
所
で

「
丸
田
（
ワ
ダ
）
砦
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

坂
田
字
蛇
坂
と
大
和
田
字
花
里
山
と
の
境

に
は
獣
道
が
あ
り
、
坂
田
の
西
端
か
ら
浦
に

で
る
唯
一
の
生
活
道
だ
っ
た
。
こ
の
道
の
左

側
に
は
馬
捨
て
場
が
あ
り
、
や
が
て
ひ
び
坂

と
交
差
し
大
和
田
浦
に
出
た
。 

✜
浦
に
通
う
生
活
道
（
人
見
・
大
和
田
） 

①
大
和
田
字
堂
ヶ
谷
の
旧
周
西
幼
稚
園
横

の
道
を
北
へ
大
和
田
団
地
の
山
根
を
少
し
登

る
と
右
側
に
「
大
宮
様
」
が
あ
る
。
こ
の
道

を
進
む
と
左
右
に
分
か
れ
る
道
が
あ
り
、
こ

れ
を
左
折
す
る
と
や
が
て
右
側
に
「
た
え
む

の
不
動
堂
」
に
行
く
石
段
が
あ
る
。
こ
の
ま

ま
直
進
す
る
と
字
馬
場
作
と
字
獅
山
の
人
見

神
社
裏
坂
と
の
境
で
、
こ
の
坂
道
を
下
る
と

人
見
浦
に
で
る
生
活
道
だ
っ
た
。 

                

②
大
和
田
字
堂
ヶ
谷
の
旧
周
西
幼
稚
園
横

の
道
を
北
へ
大
和
田
団
地
の
山
根
を
少
し
登

る
と
右
側
に
「
大
宮
様
」
が
あ
る
。
こ
の
道

を
進
み
右
に
行
く
と
字
里
見
山
の
裾
を
巻
い

て
字
郡
山
と
字
中
作
の
山
間
を
通
っ
て
人
見

浦
に
下
り
る
道
が
あ
っ
た
。
主
に
山
仕
事
に

使
わ
れ
た
山
道
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

③
大
和
田
字
中
里
か
ら
北
へ
、
字
合
戸
・

字
居
山
に
登
り
字
中
ビ
ョ
の
嶺
を
更
に
北
に

進
む
と
、
や
が
て
字
権
王
山
の
ひ
び
坂
と
交

差
し
字
浜
に
で
る
。
こ
の
道
も
山
道
だ
っ
た

よ
う
だ
。 

 第
三
節 

橋
梁 

 

①
周
西
橋 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
六
月
、
高
橋
亀

吉
（
屋
号
：
善
五
郎
）
が
千
葉
県
の
許
可
を

受
け
小
糸
川
で
渡
船
業
を
開
業
し
て
い
る
。 

「
小
糸
川
渡
船
の
運
賃
（
明
治
一
〇
年
二

月 

千
葉
県
）
」
に
よ
る
と
、
男
女
と
も
一
人

＝
二
厘
。
五
歳
以
上
一
二
歳
未
満
＝
一
厘
。

牛
馬
一
疋
＝
二
厘
。
馬
車
一
両
＝
六
厘
。
駕

篭
一
挺
＝
二
厘
。
人
力
車
一
輌
＝
二
厘
な
ど
。 

大
正
初
期
に
は
木
造
の
一
本
橋
に
な
っ
た

が
小
糸
川
が
氾
濫
す
る
た
び
に
よ
く
流
失
し

た
。
記
録
に
よ
る
と
昭
和
一
二
年
七
月
、
昭

和
一
六
年
六
月
に
も
大
雨
に
よ
る
小
糸
川
の 

① 

② 
③ 

浦に通う道（人見・大和田） 
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氾
濫
で
流
失
し
て
い
る
。
修 

復
後
は
八
重
原
第
二
海
軍
航 

空
廠
に
ち
な
ん
で
橋
名
称
が 

「
廠
西
橋
」
と
改
称
さ
れ
た
。 

こ
の
橋
も
昭
和
二
〇
年
の 

 
 
 
 
 
 

大
洪
水
で
流
失
し
た
が
、
人 

 
 

 
 

 
 

見
区
民
の
寄
附
、
町
費
、
補

助
金
で
再
建
が
は
か
ら
れ
昭

和
二
四
年
五
月
一
〇
日
、
木

橋
の
修
復
が
完
成
し
名
称
も

「
周
西
橋
」
に
戻
さ
れ
た
。 

現
在
の
橋
梁
は
、
昭
和
四 

 
 
 
 
 
 

八
年
三
月
、
小
糸
川
河
川
改 

 
 
 
 
 
 

修
に
伴
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋 

 
 
 
 
 
 

梁
に
改
造
さ
れ
た
。 

②
中
橋 

橋
が
出
来
る
前
は
、
渡
船 

業
が
営
ま
れ
て
い
た
。
明
治 

四
三
年
（
一
九
一
〇
）
、
人
見 

の
守
勇
吉
（
屋
号
：
叶
屋
） 

が
東
京
湾
か
ら
船
で
海
水
を 

運
び
、
沸
か
し
て
銭
湯
を
始 

め
た
と
こ
ろ
評
判
と
な
り
大

正
五
年
、
守
廣
治
（
勇
吉
の
長
男
）
が
伝
馬

船
に
よ
る
渡
船
業
を
始
め
た
。 

            

木
更
津
警
察
署
に
申
請
し
た
渡
船
営
業
願

に
よ
る
と
、
渡
船
場
の
位
置
は
、
周
西
村
人

見
字
押
堀
か
ら
青
堀
村
大
堀
字
上
川
間
。
客

及
び
貨
物
の
渡
船
賃
（
昼
間
平
水
）
満
五
歳

以
上
一
五
歳
未
満
＝
五
厘
。
満
一
五
歳
以
上

＝
壱
銭
。
牛
馬
壱
頭
（
積
荷
は
無
料
）
＝
参

銭
な
ど
で
、
一
番
高
い
荷
駄
は
乗
合
馬
車
壱

両
＝
五
銭
だ
っ
た
よ
う
だ
。
明
治
三
八
年
頃
、

木
村
屋
の
ア
ン
パ
ン
は
一
銭
（
現
在
の
二
〇

昭和 24 年 4 月 23 日 開通式（渡初め） 

五厘 

一銭 

五銭 

二十銭 

十銭 

古銭（見本） 

④君津大橋 

①周西橋 

②中橋 

③人見橋 

⑥ＪＲ鉄道橋 

⑤人見大橋 

⑧小糸川取水堰ゲート 

⑦潮止堰 

⑨ 
水管橋 



181 
 

〇
円
に
相
当
）
。 

記
録
に
よ
る
と
大
正
中
期
に
鶴
岡
宅
次
郎 

              

（
屋
号
：
中
橋
）
が
専
属
の
渡
守
に
な
っ
た

が
、
大
正
末
期
に
渡
し
舟
か
ら
一
本
橋
（
通

称
：
ピ
タ
ピ
タ
橋
）
に
変
わ
っ
て
い
る
。 

一
本
橋
は
川
の
中
に
長
さ
二
ｍ
位
の
丸
太

を
一
〇
数
本
並
列
に
立
て
、
そ
の
上
部
に
小

丸
太
を
横
に
渡
し
小
丸
太
の
上
に
長
さ
一
〇

ｍ
、
幅
約
〇
、
五
ｍ
。
厚
さ
約
五
㎝
の
板
を

張
っ
た
橋
だ
っ
た
。 

昭
和
二
八
年
、
多
少
の
増
水
で
も
浸
水
し

な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
に
改
造
さ
れ
車
の

通
行
も
可
能
に
な
っ
た
。 

昭
和
四
五
年
の
大
洪
水
に
よ
る
小
糸
川
復

旧
工
事
の
一
環
と
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
橋
に
改
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
昭
和
四

九
年
三
月
完
成
し
た
。 

 

       

       

③
人
見
橋 

人
見
橋
が
架
設
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は

正
確
な
資
料
が
残
っ
て
な
い
。
明
治
一
五
年

（
一
八
八
二
）
、
東
京
湾
司
令
部
作
成
地
図 

に
橋
は
な
い
が
、
神
門
側
の
川
岸
に
は
舟
着 

                   

小糸川河口 （神門：現人見橋付近）渡し場図 

明治 15 年 9 月 東京湾司令部作成 

渡し場 

昭和初期 ピタピタ橋と人見山を望む 

昭和 36 年 3 月頃の中橋 
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き
場
の
よ
う
な
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。 

（
元
鹿
野
山
測
地
観
測
所
：
大
滝
氏
提
供
） 

ま
た
、
石
井
為
次
郎
が
渡
守
を
し
て
い
た

と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明

治
一
五
年
の
人
見
・
大
堀
間
の
交
通
は
渡
し

船
が
利
用
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

当
初
、
人
見
橋
も
木
造
で
他
の
橋
と
同
様

に
大
雨
の
と
き
は
流
失
し
て
い
る
。
特
に
明

治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
は
人
見
橋
の
ほ

か
上
流
の
六
三
橋
・
釜
神
橋
も
流
失
し
た
。 

翌
年
、
木
造
の
橋
が
再
建
さ
れ
た
が
、
大

正
一
〇
年
に
も
再
び
流
失
し
て
い
る
。 

昭
和
二
〇
年
八
月
、
日
本
軍
の
上
陸
用
舟

艇
が
流
さ
れ
橋
脚
に
激
突
し
、
橋
は
両
端
を

残
し
中
央
は
ほ
ぼ
全
壊
し
た
。
応
急
処
置
を

施
し
仮
橋
と
し
て
使
用
し
て
い
た
が
昭
和
二

三
年
、
当
時
の
鈴
木
町
長
が
県
に
陳
情
し
て

再
建
を
図
っ
た
結
果
、
橋
は
潮
に
よ
る
腐
食 

な
ど
が
考
慮
さ
れ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ゲ
ル

バ
ー
式
橋
（
構
造
形
式
が
単
純
で
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
単
純
桁
橋
に
比
べ
径
間
を
長
く

で
き
、
更
に
連
続
桁
形
式
よ
り
も
設
計
が
単

純
化
で
き
る
の
で
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
二
〇

年
代
に
か
け
て
数
多
く
建
設
さ
れ
た
）
が
採

用
さ
れ
、
昭
和
二
六
年
七
月
竣
工
し
た
。 

            

 

 

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
急
速
な
交

通
量
の
増
加
で
歩
行
者
の
安
全
が
脅
か
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
橋
の
拡
幅
を
県
土

木
課
木
更
津
出
張
所
に
嘆
願
し
た
。
昭
和
四

〇
年
、
願
い
が
聞
き
届
け
ら
れ
既
設
橋
梁
の

東
側
に
歩
道
が
補
強
さ
れ
た
。
ま
た
、
橋
の

大
堀
側
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
た
の
も
こ
の

と
き
で
あ
る
。 

④
君
津
大
橋 

昭
和
四
九
年
八
月
、
新
国
道
一
六
号
線
（
通

称
産
業
道
路
）
道
路
建
設
の
第Ⅰ

期
工
事
と

し
て
、
小
糸
川
河
口
に
木
更
津
‐
君
津
‐
富

津
を
通
行
す
る
君
津
大
橋
（
上
下
一
車
線
）

が
完
成
し
開
通
し
た
。 

    

５
大
橋 

 

       

第Ⅱ

期
工
事
は
既
設
道
路
の
海
側
に
並
行

し
て
進
め
ら
れ
、
平
成
一
〇
年
「
き
み
つ
お

お
は
し
」
が
完
成
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
上
下
専

平成 26 年 人見橋全景  

平成 10 年 3 月完成 君津大橋（上り線） 
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用
の
二
車
線
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。 

             

⑤
人
見
大
橋
（
通
称
：
亀
橋
） 

外
箕
輪-

人
見
線
の
小
糸
川
上
に
橋
を
架

け
る
こ
と
に
な
り
昭
和
五
九
年
度
か
ら
工
事

に
着
工
、
昭
和
六
三
年
一
〇
月
「
人
見
大
橋
」

が
完
成
し
た
。
同
月
八
日
に
は
人
見
自
治
会

な
ら
び
に
人
見
土
地
区
画
整
理
組
合
の
主
催

で
高
欄
除
幕
式
が
開
催
さ
れ
た
。 

高
欄
に
は
、
人
見
神
社
の
象
徴
で
あ
る
妙

見
大
菩
薩
が
お
乗
り
に
な
る
使
い
亀
（
玄
武 

                       

と
い
う
説
も
あ
る
）
が
鎮
座
し
て
い
る
。 

⑥
JR
鉄
道
橋 

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
六
月
、
鉄
道

敷
設
法
の
改
正
で
北
条
線
（
現
内
房
線
）
が

企
画
さ
れ
た
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）

四
月
、
第Ⅰ

期
工
事
と
し
て
千
葉
か
ら
木
更

津
ま
で
の
鉄
道
敷
設
工
事
が
開
始
さ
れ
約
二 

年
の
歳
月
を
か
け
大
正
元
年
八
月
二
一
日
に

竣
工
し
た
。 

第Ⅱ

期
工
事
は
上
総
湊
駅
ま
で
路
線
延
長 

            

 

北条線 開業当時の周西駅（大正４年） 

※写真提供：石渡金衛門 

平成 25 年 君津大橋（空色の鉄骨は送水管） 

高欄｢玄武｣ 人見大橋 
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さ
れ
大
正
四
年
一
月
一
五
日
、
周
西
駅
誕
生

と
同
時
に
煉
瓦
つ
く
り
の
鉄
道
橋
が
完
成
し

君
津
‐
大
堀
間
が
開
通
し
た
。 

ち
な
み
に
昭
和
三
一
年
四
月
一
〇
日
、
駅

名
が
「
周
西
駅
」
か
ら
「
君
津
駅
」
に
、
昭

和
四
七
年
七
月
一
五
日
に
は
房
総
西
線
か
ら

内
房
線
に
改
称
さ
れ
た
。 

             

⑦
潮
止
堰 

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
、
農
民
は
旱
魃

に
苦
し
ん
だ
。
こ
の
惨
状
を
救
済
す
る
た
め

水
車
に
よ
る
灌
漑
が
提
案
さ
れ
村
民
は
こ
の

案
に
賛
成
し
た
。
急
遽
、
粗
朶
で
土
手
を
造

り
小
糸
川
の
流
れ
を
堰
止
め
水
車
用
の
水
路

を
造
っ
た
。
翌
年
に
は
相
談
し
て
水
利
組
合

を
発
足
さ
せ
、
土
手
も
粗
朶
の
代
わ
り
に
板

を
立
て
、
流
れ
を
せ
き
止
め
水
車
も
改
造
し

て
安
定
し
た
農
業
が
行
わ
れ
た
。 

し
か
し
、
大
正
一
二
年
九
月
の
関
東
大
震

災
で
灌
漑
施
設
が
全
壊
。
村
民
は
耕
地
整
理

組
合
を
結
成
し
揚
水
所
を
馬
込
に
設
け
、
石

油
発
動
機
を
用
い
て
揚
水
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

小
糸
川
の
河
床
が
年
ご
と
に
低
下
し
海
水
の

逆
流
に
よ
る
塩
害
耕
地
が
近
隣
二
五
〇
町
歩

に
及
ん
だ
。 

昭
和
一
三
年
、
可
動
式
潮
止
堰
が
竣
工
し

て
そ
の
効
果
を
大
い
に
発
揮
し
た
が
、
昭
和

二
〇
年
八
月
の
大
洪
水
で
堰
が
基
礎
よ
り
破

壊
さ
れ
た
。
終
戦
後
、
資
材
難
・
資
金
難
の

悪
条
件
を
克
服
し
三
島
ダ
ム
建
設
工
事
の
一

環
と
し
て
千
葉
県
営
灌
漑
排
水
事
業
と
し
て

承
認
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
四
年
度
か
ら
旧
青

堀
町
（
富
津
市
飯
野
・
青
堀
）
で
の
海
水
侵

入
に
よ
る
塩
害
防
止
の
た
め
潮
止
堰
造
成
に 

           

 

 

着
手
、
昭
和
二
五
年
度
に
完
成
し
た
。
そ
の

後
、
昭
和
四
五
年
頃
ま
で
稼
働
し
昭
和
五
六

年
に
撤
去
さ
れ
た
。
現
在
の
小
糸
川
沿
岸
土

地
改
良
区
飯
野
揚
水
機
場
は
昭
和
五
五
年
三

月
竣
工
、
千
葉
県
施
工
と
な
っ
て
い
る
。 

⑧
小
糸
川
人
見
取
水
堰
ゲ
ー
ト 

昭
和
三
六
年
八
月
一
〇
日
「
漁
業
権
譲
渡

に
関
す
る
補
償
交
渉
」
が
妥
結
後
、
八
月
二

〇
日
「
小
糸
川
左
岸
法
線
杭
打
ち
」
が
始
ま

り
、
九
月
一
日
「
千
葉
建
設
事
務
所
」
が
発

平成 19 年 1 月 26 日 Ｄ51 「ＳＬ南房総」 

昭和 35 年頃 農業用人見取水堰 

（写真出典：千葉県農協事務所） 
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足
し
、
八
幡
製
鐵
（
株
）
の
銑
鋼
一
貫
製
鐵

所
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
昭
和
五
〇
年
三

月
、
工
場
建
設
に
伴
う
工
業
用
水
確
保
か
ら

千
葉
県
工
業
用
水
局
が
人
見
取
水
堰
ゲ
ー
ト

建
設
に
着
手
し
昭
和
五
四
年
六
月
完
成
、
翌

年
四
月
使
用
を
開
始
し
た
。 

             

⑨
水
管
橋
（
工
業
用
水
） 

昭
和
四
五
年
三
月
、
人
見
浄
水
場
は
木
更

津
南
部
地
区
工
業
用
水
道
の
中
枢
と
な
る
施

設
で
、
新
日
鐵
（
株
）
を
は
じ
め
、
そ
の
他

の
企
業
へ
給
水
を
行
っ
て
い
る
。 

 

第
四
節 

公
共
輸
送 

 ✜
乗
合
自
動
車 

大
正
期
に
は
鉄
道
以
外
に
交
通
網
の
整
備

も
進
ん
で
い
る
。
自
動
車
会
社
が
各
地
に
設

立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で

あ
る
。 

『
目
で
見
る
木
更
津
・
君
津
・
富
津
・
袖

ヶ
浦
の
一
〇
〇
年
』
に
よ
る
と
大
正
二
年
、

日
本
で
二
番
目
に
早
く
乗
合
自
動
車
が
登
場

し
た
。
富
津
湊
地
区
の
笹
生
萬
吉
が
上
総
湊-

木
更
津
間
の
営
業
を
開
始
し
、
同
五
年
に
は

上
総
湊-

豊
岡
間
（
富
津
）
を
運
行
し
た
。 

ま
た
、
『
南
房
総
資
源
辞
典
』
に
よ
る
と
、 

「
千
葉
県
で
最
初
の
乗
合
自
動
車
の
営
業
を

開
始
し
た
の
は
大
正
二
年
四
月
、
当
時
の
君

津
郡
湊
町
の
万
歳
館
自
動
車
部
で
、
営
業
区

間
は
湊
町
～
木
更
津
港
間
だ
っ
た
。
」
と
記
述

し
て
い
る
。 

昭
和
二
年
『
千
葉
県
の
歴
史 

資
料
編 

近
現
代
五
（
産
業
・
経
済
二
）
』
、
千
葉
県
二

〇
〇
一
年
の
資
料
「
管
内
自
動
車
輸
送
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
当
時
の
千
葉
鉄
道
管
理
局

内
の
バ
ス
路
線
と
運
賃
資
料
に
よ
る
と
、 

木
更
津 

吉
田
直 

木
更
津
～
久
留
里 

 
 
 
 
 
 
 

１
９
、
３
哩 

 

七
十
銭 

木
更
津 

君
津
自
動
車
（
株
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

木
更
津
～
秋
元 

 
 
 
 
 
 
 

１
４
、
０
哩 

百
四
十
銭 

青
堀 

 

富
秀
一 

青
堀
～
富
津 

 
 
 
 
 
 
 

３
、
２
哩 

 
 

四
十
銭 

周
西 

 

君
津
自
動
車
（
株
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

法
木
作
～
周
西
駅 

 
 
 
 
 
 
 

２
、
７
哩 

 
 

三
十
銭 

と
な
っ
て
い
る
。 

平
成
二
六
年
、
日
東
交
通
木
更
津
営
業
所 

へ
の
聞
き
取
り
で 

は
、
房
総
乗
合
自 

動
車
（
日
東
交
通 

前
身
）
が
大
正
四 

年
、
木
更
津
～
富 

津
線
の
運
行
を
開 

始
し
た
と
の
こ
と 

で
あ
る
。 

人見取水堰ゲート 

千葉県企業庁 平成 25 年 4 月撮影  

 

日東交通ボンネットバス 

写真提供：木更津営業所 



                       

                       

 

木
更
津
船 

 

上
総
国
木
更
津
村
と
江
戸
日
本
橋
本
船
町
の
河
岸
（
俗

称
木
更
津
河
岸
）
を
結
ん
だ
船
で
あ
る
。
こ
の
船
の
由
来

は
、
大
坂
の
陣
に
木
更
津
の
水
主
（
カ
コ
）
二
四
人
が
徴

発
さ
れ
、
う
ち
一
二
人
が
亡
く
な
っ
た
。
水
主
の
遺
族
の

生
計
を
維
持
す
る
た
め
、
こ
の
二
四
人
の
水
主
に
、
木
更

津
近
辺
の
城
米
（
ジ
ョ
ウ
マ
イ
）
を
江
戸
に
運
ぶ
権
利
を

与
え
た
こ
と
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
城
米
だ
け
で
な

く
、
江
戸
と
木
更
津
の
間
の
人
の
輸
送
も
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
が
木
更
津
船
の
起
源
で
あ
る
。 

 

木
更
津
船
は
、
五
大
力
船
が
用
い
ら
れ
た
。 

木
更
津
船
は
も
と
も
と
船
数
六
八
艘
で
出
発
し
た
が
、
し

だ
い
に
休
業
す
る
者
も
現
れ
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

に
、
実
際
に
稼
働
し
て
い
た
の
は
、
二
四
艘
し
か
な
か
っ

た
。
木
更
津
船
の
船
主
は
、
南
・
北
の
両
組
に
分
か
れ
て

い
た
が
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
船
主
は
両
組
み
合

わ
せ
て
二
六
人
（
南
一
一
人
・
北
一
五
人
）
で
あ
っ
た
。 

（
出
典
：
『
図
説
・
千
葉
県
の
歴
史
』） 

 

押送船の図 

勝山調、文政 4 年（1821）画。館山市立博物館蔵。 

押送船は、江戸内湾の物資の輸送、特に鮮魚を 

日本橋の魚市場に運ぶための船である。「七人の 

り」と説明している。 


